




















       
電気的迷宮

















































































































































































































                                                     








































































                                                     
11947 年東京に生まれ。住宅雑誌等のために建築写真を撮る傍ら、バラックやホームレスの段ボール住居
などを被写体とする。
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も最初強く非難されていた。ただ廃墟の風景を見せるだけで、破壊の後に求められる
具体的なプロジェクトを何一つ出さないなんて、「建築」ではないと言われた。各国が
さまざまな展示をする中で、日本だけが計画を見せなかった。しかし、その時、宮本
のように「記念」することの大切さを感じていた被害者は多かったようだ。復興や再
建を計画する前に、その被害が人間の精神に与えた衝撃も表現すべきであり、その役
目を日本館が果たすことになった。
　そして、現代都市もう一つの批判すべき点は、「記号で造られた都市」であることの
ようだ。前に述べたように、現代都市は、建物よりもその表面、光、音で造られた環
境であると説明されることがある。極めて非物質的で、実体のない都市のイメージだ。
特にハイテクの国、日本にはそのイメージが強い。しかし、地震のような災害が暴く
ように、そんなものはただの幻想である。光輝く表面の下には現実としての物質があ
る。輝いてなどいない現実がある。
　最後に、ビエンナーレのテーマ『地動計としての建築家』への批判がある。「地動計」
という隠喩には、未来への傾斜が見え、未来を現在において表現できることを意味し
ている。しかし、巨大な被害に対してはどんな未来の表現も、特によく見られる流行
のプロジェクトは、価値を失う。未来が造れるというのも幻想である。
　私はここでもう一つのことに注目したい。『電気的迷宮』と比べ、同じ廃墟の風景を
扱ってはいるが、廃墟の原因は全く違う。前に述べた磯崎の言葉では、『エレクトリッ
ク・ラビリンス』の意図は、人間は非合理的なこともするので、計画を立てても、必
ず失敗する、という批判にあった。しかし、阪神大震災の場合、消滅の原因は人間で
はなかった。それを考えれば、もちろんヒロシマはずっと恐ろしいということだが、
ここで扱っているのは災害の後／跡である。「復興」というのは忘れてしまうことなの
か、それとも記念なのか。そして、「人工の構築」は災害に耐えられるのか。耐えよう
とする努力にどんな意味があるのか。
終わりに
　このレポートで扱った作品のテーマを総合すれば、「記念」と「忘却」の対立といえ
る。西洋人の目には、日本の「廃墟のない」伝統が不思議と見え、それがどのような
思想によってか、原因や意味を考え始めた。日本の「歴史の記念」のあり方を考えて
みれば、古い習慣などがよく守られているように、都市や建造物も「昔のまま」に保
存されている。しかし、それらは「過去」になるのではなく、現在も生きている物と
見られている。建物そのものより立て替えの行事の方が大切にされている伊勢神宮が
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格好の例である。生命の流転、輪廻のような仏教の概念に基礎を置くともいわれ、自
然の周期との密接な関係も説明されている。しかし、本論で説明したように、磯崎が
論じた「未来の廃墟」の意味を考えれば、日本に「廃墟のない」、「記憶がない」と考
えるのは誤りである。
　ここに扱った作品がきっかけとなって、ヒロシマなど、「廃墟」に関わる思想は批判
され始めたようだ。しかし、よく考えれば、この問題はそれほど単純ではなく、もっ
と入り組んでいるとわかる。「廃墟のない」伝統が戦後の復興と繋がり、楽観的な前進
の思想と考えられてきたのだが、少し前から、惨事の記録と未来に起こる消滅の警告
として、アーティストたちは「廃墟の風景」を提出し始めた。阪神大震災との関わり
ははっきりしているが、それまでに、特にいわゆる“ポップ・カルチャー”（漫画やア
ニメ）に「終わり」、「廃墟」、「破壊」の風景があふれていた。それは日本だけではな
いが、日本では特に問題として強く感じられたようだ。何もかもがあっという間に変
わり、とどまることのできる物などないとさえ言われる状況の中で、記録、記念する
必要がいっそう強く感じられているからではないだろうか。
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